
��������	��

��������	
��
��������	����

まなみ

�����������
まさき

　

　ソフトボールをやってみようと

思ったきっかけは、新入生対象の部

活紹介で先輩たちの姿を見て自分も

やってみたいと思ったからです。

　最初は、ほとんどの選手が初心者

で、ルールもわからなく、キャッチ

ボールもできないような状態でした

が、１年、２年と基本練習を重ねるに

つれ、ルールも覚え、次第にプレーも

上達していきました。

　試合では、チームワークが大切で

す。お互いに声を出して連携する必

要があるので、日頃の練習からしっ

かり声を出すように心掛けていま

す。

　このチームは、ほかのチームに比

らべて体が小さい選手が多いのです

が、練習量では、どこの学校にも負

けません。

　

　全道大会では、強豪校が揃ってい

るので、チャレンジする気持ちで戦

い、是非、全国大会に出場したかっ

たのですが、結果は準決勝で敗退し

3位でした。

　このチームで試合をすることが最

後だと思うと、もっと試合をしたい

と感じましたが、チーム一丸となり

頑張った結果なので悔いはありませ

ん。

　全国大会出場の夢は、後輩が受け

継いでくれると信じています。

　毎試合、多くの人から大きな応援

の声を頂き、選手として心強く感じ

ていました。父母が試合のあとにジ

ンギスカンをしてくれたことも、と

ても嬉しい思い出です。

　地域の方々には、コーチやサポー

ターとしてチームを盛り上げていた

だいています。森本さん（獅子内）

のご好意で冬季間はビニールハウス

を借りて実戦練習をすることができ

ています。地域の方や父母、学校関

係の方の支えがあり、ソフトボール

部が活躍できることに感謝していま

す。（顧問　渡辺先生）
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　8月22日に蕨岱小学校の校庭にあるシロ

ヤナギが当別町の「大きな木」に認定され

た時の１コマです。

　あいにくの曇り空でしたが、児童たちが

大きな木の下で元気一杯の笑顔を見せてく

れました。
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